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古
く
か
ら
野
鍛
冶
の
土
地
と
し
て

知
ら
れ
て
い
た
新
潟
県
三
条
市
。

近
隣
に
鉄
や
銅
の
産
地
が
あ
り
、

米
農
家
の
副
業
と
し
て

鍛
冶
が
栄
え
た
。

北
前
船
に
乗
っ
て
西
か
ら
材
料
が

上
っ
て
来
て
、街
中
を
流
れ
る

五
十
嵐
川
が
交
易
の
中
心
と
な
っ
た
。

材
料
を
加
工
す
る
た
め
の
燃
料

に
も
恵
ま
れ
た
土
地
で
あ
り

古
く
か
ら
こ
の
地
は
金
属
加
工
の

集
積
地
と
な
っ
て
栄
え
た
の
で
あ
る
。

大
正
15
年（
１
９
２
５
年
）

新
潟
県
三
条
町
で
開
業
し
た

「
諏
訪
田
製
作
所
」は
、喰
切
り
を

製
造
す
る
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
ス
タ
ー
ト
。

日
本
の
モ
ノ
作
り
が
世
界
で
高
い

評
価
を
得
る
の
は
、た
ゆ
ま
ぬ
企
業

努
力
と
職
人
的
な
人
材
の
お
か
げ
で
あ
る
。

金
物
の
町
と
し
て
栄
え
た
三
条
に
は

鍛
冶
屋
が
軒
を
並
べ
、腕
の
い
い

職
人
た
ち
が
そ
の
技
を
競
い
合
う

よ
う
な
風
土
が
根
差
し
て
い
た
。

ま
さ
に
日
本
的
な
モ
ノ
作
り
の

原
風
景
が
そ
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

諏
訪
田
製
作
所
創
業
者
で
あ
る

小
林
祝
三
郎
も
そ
ん
な
職
人
気
質
か
ら

ニ
ッ
パ
ー
の
前
身
で
あ
る〝
喰
切
り
〞に

目
を
つ
け
て
製
作
を
開
始
。

「
ど
う
せ
作
る
な
ら
他
人
と
違
う
も
の
を
、

も
っ
と
使
い
や
す
い
道
具
を
作
り
た
い
」

世
界
に
冠
た
る
最
高
級
爪
切
り
は
、

そ
ん
な
一
途
な
モ
ノ
作
り
か
ら
や
が
て

生
み
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ニッパーの前身ともいえる「喰切り」の
製造から始まった諏訪田製作所。
従来の直線的なハンドル部ではなく
指の形に沿ってカーブを持たせた
デザインが特徴的だった。まさに
現代のエルゴノミクス・デザインである。
瓢箪に似た形から「祝瓢」という刻印が打たれた。
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mono戦後の混乱も落ち着いた昭和25年に
同社は「瓢箪型爪切り」を開発した。
数年前にこの当時の初期モデルを
復刻したデザインの製品が発表されたが、
残念ながら現在は発売されていない。
同社ショールームに行けば
展示品を見ることはできる。

〝
世
界
最
高
の
爪
切
り
〞を
ご
存
知
か
？

ご
存
知
な
け
れ
ば
今
日
か
ら
こ
れ
が

そ
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
名
品
だ
と

認
識
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

シ
ン
プ
ル
な
フ
ォ
ル
ム
の
中
に

息
づ
く
職
人
技
の
極
致
。

金
属
加
工
に
お
け
る
最
高
級
の

傑
作
に
数
え
ら
れ
る
こ
の
爪
切
り
は

大
量
生
産
品
で
は
絶
対
に
出
せ
な
い

流
麗
な
カ
ー
ブ
と
、惚
れ
惚
れ
す
る

ほ
ど
の
切
れ
味
を
持
っ
て
い
る
。

一
度
使
え
ば
虜
に
な
る
魔
法
が
か
か
る
。
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機
械
だ
け
で
は
表
現

で
き
な
い
職
人
技
が

最
高
の
爪
切
り
を
生
む

　

い
う
ま
で
も
な
く
新
潟
県
は
米

ど
こ
ろ
だ
。収
穫
量
は
全
国
一
。日

本
人
の
主
食
で
あ
る
米
に
初
め
て

ブ
ラ
ン
ド
を
意
識
さ
せ
た
「
コ
シ

ヒ
カ
リ
」
が
誕
生
し
た
地
で
あ
る
。

そ
ん
な
新
潟
に
は
、
米
以
外
に
も

世
界
に
冠
た
る
ブ
ラ
ン
ド
品
が
存

在
し
て
い
る
。
県
の
中
心
部
で
あ

る
燕
三
条
地
域
か
ら
生
み
出
さ
れ

る
金
属
加
工
品
だ
。
ノ
ー
ベ
ル
賞

の
受
賞
パ
ー
テ
ィ
で
使
用
さ
れ
る

ス
プ
ー
ン
や
フ
ォ
ー
ク
な
ど
の
カ

ト
ラ
リ
ー
、
ｉ
Ｐ
ｏ
ｄ
の
鏡
の
よ

う
な
磨
き
加
工
な
ど
、
新
潟
か
ら

世
界
に
発
信
さ
れ
る
製
品
や
技
術

は
少
な
く
な
い
。ま
た
新
潟
は
、京

都
に
次
い
で
職
人
が
多
い
県
な
の

だ
そ
う
だ
。
職
人
の
定
義
を
伝
統

産
業
だ
け
に
限
定
し
た
デ
ー
タ
な

の
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
い
ず

れ
に
し
て
も
モ
ノ
作
り
の
気
風
が

溢
れ
る
土
地
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
江
戸
時
代
か
ら
米
作
の

農
閑
期
に
、
道
具
を
修
理
・
製
造

す
る
野
鍛
冶
が
多
か
っ
た
歴
史
が

あ
る
。
明
治
・
大
正
の
頃
に
は
三

条
の
街
中
に
は
多
く
の
鍛
冶
屋
が

軒
を
連
ね
て
い
た
と
い
う
。

　

大
正
15
年
（
1
9
2
5
年
）、三

条
の
町
で
ニ
ッ
パ
ー
の
前
身
で
あ

る
工
具
〝
喰
切
り
〞
の
製
造
を
始

め
た
小
林
祝
三
郎
は
、
職
人
だ
ら

け
の
こ
の
地
で
抜
き
ん
出
た
モ
ノ

作
り
を
行
う
に
は
何
か
特
徴
が
必

真横からこの爪切りを見ると、その工作精度の高さがよく
判る。機械だけでは決して出せない芸術的カーブを見よ。

要
だ
と
考
え
た
。
彼
は
「
ど
う
せ

作
る
な
ら
他
人
と
違
う
も
の
を
、

も
っ
と
使
い
や
す
い
道
具
を
作
り

た
い
」
と
考
え
、
道
具
を
使
う
人

が
も
っ
と
使
い
や
す
い
よ
う
に
と
、

喰
切
り
の
ハ
ン
ド
ル
部
分
に
カ
ー

ブ
を
持
た
せ
る
デ
ザ
イ
ン
を
考
案
。

他
の
職
人
が
作
る
喰
切
り
は
ハ
ン

ド
ル
が
ス
ト
レ
ー
ト
の
も
の
ば
か

り
だ
っ
た
の
に
対
し
、祝
三
郎
の
製

品
は「
取
っ
手
が
指
に
馴
染
ん
で
使

い
や
す
い
」
と
評
判
に
な
っ
た
。

　

激
動
の
昭
和
初
期
か
ら
終
戦
を

迎
え
、
世
の
中
が
落
ち
着
き
始
め

た
昭
和
25
年
、
職
人
の
手
に
よ
る

火
造
り
の
喰
切
り
は
量
産
品
の
安

価
な
ニ
ッ
パ
ー
に
押
さ
れ
、
市
場

規
模
は
減
少
の
一
途
だ
っ
た
。
そ

こ
で
祝
三
郎
は
そ
れ
ま
で
の
技
術

を
活
か
し
て"

爪
切
り
〞の
製
造
を

開
始
す
る
。
喰
切
り
の
と
き
と
同

じ
よ
う
に
使
い
や
す
さ
を
追
求
し
、

よ
く
切
れ
る
爪
切
り
と
し
て
愛
用

者
が
増
え
て
い
っ
た
。

　

昭
和
49
年
に
は
祝
三
郎
の
長
男

騏
一
が
家
督
を
継
い
で
『
諏
訪
田

昭和50年代以降に大ヒ
ットしたブラック仕上げ。
現在も当時からの愛着が
あるファンのために特注
品として製造。「爪切りブ
ラック」。サイズはSとL

原材料となる鋼材は通称
「丸棒」と呼ばれる。キュ
ーティクル用のネイリス
トニッパーには世界一高
価な鋼材が使用される。

真っ赤に加熱された鋼材が丹念に成
形される。機械と職人たちの手が、絶
妙なバランスで融合。通常の工場で
はあり得ないほどの圧力をかけた鋼
材の、真ん中の部分のみが製品とな
る。なんという贅沢。

特
筆
す
べ
き
は
、
そ
れ
ま
で
の
板

バ
ネ
を
排
し
て
シ
リ
ン
ダ
ー
バ
ネ

を
採
用
し
た
こ
と
で
、
さ
ら
に
耐

久
性
が
高
ま
っ
た
点
。
極
限
ま
で

磨
き
上
げ
ら
れ
た
ミ
ラ
ー
仕
上
げ

で
も
有
名
に
な
っ
た
。
平
成
に
入

る
と
ネ
イ
リ
ス
ト
用
の
繊
細
な
ニ

ッ
パ
ー
が
、
プ
ロ
の
メ
イ
ク
ア
ッ

プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
間
で
大

変
な
評
判
と
な
り
、
多
く
の
人
が

「
諏
訪
田
製
作
所
の
爪
切
り
」を
知

る
こ
と
と
な
っ
た
。
現
在
は
誰
も

が
認
め
る
世
界
最
高
の
逸
品
と
し

て
、
有
名
金
物
店
や
国
内
外
の
一

流
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
も

取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。

諏訪田製作所3代目小林
知行社長。もはや世界ブ
ランドとなったSUWA
DAを広めるために世界
中を駆け回っている。

製
作
所
』
を
設
立
。
飽
く
な
き
追

求
心
は
代
が
変
わ
っ
て
も
衰
え
ず
、

そ
の
ク
オ
リ
テ
ィ
は
ま
す
ま
す
磨

き
が
か
か
り
、
や
が
て
他
の
追
随

を
許
さ
ぬ
存
在
に
ま
で
成
長
す
る
。

昭和の鍛造工場で
多用されていたス
プリングハンマー
は、いまはもうほ
とんどの工場から
消えているが、諏
訪田製作所ではそ
のクオリティ維持
と鍛造の自由度を
守るため欠かせな
い存在として現役
で活躍中。タンタ
ンタンという昭和
の工場の音が、い
まも同社内に響く。
（写真は巨大なフレ
キションプレス機）

成形された材料を各部分ごとに専門の職人が丹念に仕上げる。iPodで音楽を聴きながら作業をするのは、
創業者小林祝三郎の次男、小林英夫氏。80を過ぎても現役の職人だ。

右：職人たちが使う棒やすり。繊細な番手の違いを使い分ける。左：鍛造から上がってきた爪切り。同社工場では同
じ仕事の連続で緊張感を無くさないように、定期的に作業現場が入れ替わる。

小林騏一の時代に作られた黒いボディの
爪切りは、それまでのニッケルメッキを
施した喰切りの切れ味をさらに追及して誕生。
「これでいいと思ったら職人ではない」という
意識を持って「もっといいモノを」と
職人たちがこだわりにこだわって完成した。
こうした社風は21世紀の現在も残っている。
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mono

オープンファクトリーは開かれた工場。毎週火曜日～土曜日
の10：10～17：00で工場内の見学が誰でも可能（注：途中休憩
時間あり）。ギャラリーには過去の製品展示から、鍛造で出た
余剰鋼材（スクラップ）を使ったオブジェなど、見所満載。

要望があればオーダーで作ってもらえるダマ
スカス鋼を使った逸品。受注品なので、完成ま
でには時間がかかる。ダマスカス鍛造のレベ
ルは同業者も唸るほどの出来栄えだという。
価格6万3000円

多くの有名ネイリストやメ
イクアップアーティストた
ちを感嘆させた、プロ用の
甘皮切り。その完成度の高
さ、使いやすさ、美しさは世
界で絶賛された。価格2万
1000円～

ミラー仕上げのクラシックな爪切り。職人による丹念な1本1本の仕上げは見事。サイズはS
とLの2サイズ。お値段はそれぞれ1万5750円。一生モノだ。永久修理対応。

諏訪田製作所本社＆工場。
工場はオープンファクトリ
ーになっており、見学は自由。
←同社を直接海外ブランド
に成長させた三代目社長の
小林知行氏。

右：昭和25年に誕生した喰切りスタイルの瓢箪型爪切りの復刻品。（展示品）
左：SUWADA爪切り「百年物語」仕様。ブラックステンレス。価格8925円。

諏訪田製作所の製品に関する
お問い合わせは
☎0256-45-6111
http://www.suwada.co.jp/ 
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